
． ．広報おうめ市役所の代表ＦＡＸは２２‐３５０８です

石油系溶剤を含まないインキを使用
古紙パルプ配合率 70％再生紙を使用

スポーツ・観光・文化

次号の発行は５月１日です

（８）３ ４ １５

市主催事業等へお出かけの際は、マスクの着用、体温の測定、手指の

消毒にご協力ください。体調がすぐれない場合は、ご遠慮ください。

　

武
蔵
御
嶽
神
社
の
拝
殿
内

正
面
に
は
、
久く

に

の

み

や

あ

さ

ひ

こ

邇
宮
朝
彦
親

王
の
揮き

ご

う毫
に
よ
る
社
号
額
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

朝
彦
親
王
は
、
幕
末
動
乱

期
に
公
武
合
体
派
に
身
を
置

き
、
文
久
３
｟
１
８
６
３
｠

年
８
月
18
日
の
政
変
を
指
導

し
、
尊
皇
攘じ

ょ

う

い夷
派
を
京
都
か

ら
追
放
し
ま
し
た
。
王
政
復

古
の
後
は
、
か
え
っ
て
尊
攘

派
に
排
斥
さ
れ
、
逆
境
の
途

を
歩
み
ま
し
た
。

　

明
治
８
｟
１
８
７
５
｠
年
、

親
王
の
身
位
に
復
す
と
、
久

邇
宮
を
称
し
、
伊
勢
神
宮
祭

主
に
任
じ
ら
れ
、
古
儀
旧
典

の
調
査
考
証
に
尽
力
し
ま
し

た
。
昭
和
天
皇
の
皇
后
で
あ

る
香
淳
皇
后
は
、
朝
彦
親
王

の
孫
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
社
号
額
に
は
、
御
染

筆
と
添
え
状
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
添
え
状
か
ら
、
御
岳

山
の
神
職
で
あ
る
秋
山
眞
福

が
依
頼
し
、
川
村
正
平
｟
惠

十
郎
｠
が
仲
介
し
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

川
村
正
平
は
、
八
王
子
出

身
で
、
一
橋
慶
喜
公
に
仕
え

た
幕
臣
で
あ
り
、
維
新
後
は

明
治
政
府
に
出
仕
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
天

然
理
心
流
の
剣
術

の
使
い
手
で
、
一

橋
家
家
老
並
の
平

岡
円
四
郎
が
暗
殺

さ
れ
た
際
、
自
身

も
負
傷
し
な
が
ら

賊
を
返
り
討
ち
に

し
た
逸
話
が
残
り

ま
す
。

　

明
治
元
｟
１
８
６
８
｠
年

に
神
仏
半
然
令
が
出
さ
れ
て

か
ら
は
、
御
岳
山
は
神
仏
習

合
色
の
強
い
霊
山
か
ら
、
神

鎮
ま
る
杜
と
し
て
の
体
裁
を

整
え
て
い
き
ま
し
た
。
同
７

｟
１
８
７
４
｠
年
に
は
、
神

奈
川
県
社
に
列
せ
ら
れ
、
社

号
が
「
御
嶽
神
社
」
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
10

｟
１
８
７
７
｠
年
に
は
、
現

在
の
本
殿
に
造ぞ

う

た

い替
さ
れ
ま
し

た
。

　

朝
彦
親
王
の
御
染
筆
が

届
け
ら
れ
た
の
が
明
治
16

｟
１
８
８
３
｠
年
。
維
新
期
、

変
革
す
る
社
会
へ
の
不
安
の

中
、
多
く
の
人
々
が
神
々
の

加
護
を
祈
り
、
御
岳
山
に
登

り
ま
し
た
。
こ
の
社
号
額
を

仰
ぎ
見
る
ま
な
ざ
し
の
中
に

は
、
新
た
な
時
代
へ
の
「
希

望
」
が
輝
い
て
い
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

郷
土
博
物
館

☎
23
・
６
８
５
９

青
梅
市
の
文
化
遺
産
52

久
邇
宮
筆
「
御
嶽
神
社
」
社
号
額

市
文
化
財
保
護
指
導
員
　
黒
田
　
耕

　

ネ
ッ
ツ
た
ま
ぐ
ー
セ
ン

タ
ー｟
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
｠

が
市
民
か
ら
愛
さ
れ
る
に
ぎ

わ
い
の
あ
る
施
設
に
な
る
よ

う
、
市
民
と
施
設
を
つ
な
ぐ

生
涯
学
習
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

｟
あ
そ
び
ば
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
｠
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

次
の
要
件
を
す
べ
て

満
た
す
方

▽
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
、
協
調
性
が
あ
り
、

ネ
ッ
ツ
た
ま
ぐ
ー
セ
ン

タ
ー
の
に
ぎ
わ
い
づ
く

り
や
居
場
所
づ
く
り
の

活
動
の
企
画
運
営
に
意

欲
が
あ
る
方

▽
月
に
１
回
程
度
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
会
議
に

参
加
で
き
る
方

※
年
齢
、
性
別
、
資
格
等
を

問
い
ま
せ
ん
。

募
集
人
数　

１
人

職
務
内
容　

主
に
に
ぎ
わ

い
、

交

流

空

間

プ

ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
中

高
生
の
居
場
所
づ
く
り

や
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
調

整
す
る
。

※
会
場
の
設
営
、
片
付
け
、

準
備
等
へ
の
参
加
あ
り

そ
の
他　

５
月
11
日
｟
火
｠、

12
日
｟
水
｠
に
面
接
あ
り
、

詳
細
は
別
途
通
知
▽
活

動
時
間
や
謝
礼
な
ど
の

詳
細
は
社
会
教
育
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み　

４
月
30
日(

必

着)

ま
で
に
申
請
書
に

住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、

応
募
動
機
を
記
入
し
、
電

子

メ

ー

ルd
i
v
7
0
5
0
@

c
i
t
y
.
o
m
e
.
l
g
.
j
p

ま

た
は
直
接
社
会
教
育
課

へ
※
申
請
書
は
社
会
教
育
課

｟
市
役
所
３
階
｠
ま
た
は

ネ
ッ
ツ
た
ま
ぐ
ー
セ
ン

タ
ー
で
配
布
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
｟
記
事
ID
…

３
1
６
１
｠
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可

ネ
ッ
ツ
た
ま
ぐ
ー
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
募
集

　

ネ
ッ
ツ
た
ま
ぐ
ー
セ
ン

タ
ー｟
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
｠

内
で
、
カ
フ
ェ
の
経
営
を
行

う
事
業
者
｟
法
人
ま
た
は
個

人
｠
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
資
格
等
の
詳
細
は
、

社
会
教
育
課｟
市
役
所
３
階
｠

で
配
布
す
る
募
集
要
領
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
｟
記
事

ID
…
３
１
４
９
｠
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み　

４
月
30
日
の
午

後
５
時
｟
必
着
｠
ま
で

に
、
法
人
の
場
合
は
、
所

在
地
、
名
称
、
電
話
番

号
、
責
任
者
氏
名
を
、
個

人
の
場
合
は
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
、
電

ネ
ッ
ツ
た
ま
ぐ
ー
セ
ン
タ
ー

カ
フ
ェ
経
営
事
業
者
募
集

話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
FAX
22
・

９
８
３
５
、
電
子
メ
ー

ル

d
i
v
7
0
5
0
@
c
i
t
y
.

o
m
e
.
l
g
.
j
p

｟

件

名

は

「
カ
フ
ェ
応
募
」
と
し
て

く
だ
さ
い
｠
ま
た
は
直
接

社
会
教
育
課
へ

※
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
後
、

５
日
以
内
に
返
信
が
な

い
と
き
は
、
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課

郷土博物館「新収蔵品展２０２１」
　令和元～２年度に市民の皆さんから寄贈された資料を展示し、和菓子やスポーツ、学校教育

などのいくつかのテーマに分けて紹介する「新収蔵品展２０２１」を開催します。

日時　４月１７日（土）～６月２０日（日）　午前９時～午後５時

※月曜日は休館、５月３日（祝）は開館し、６日（木）が休館

４月の日曜納付窓口

日時　２５日（日）　午前９時～午後４時

内容　市税、国民健康保険税、介護保険料、

後期高齢者医療保険料の納付や相談など

問い合わせ　収納課収納管理係

剣道・道場の看板「尚武舘」

せんべいの焼き型・拓本

東京オリンピックバッジ

せんべいの焼き型・拓本
学校給食開始記念手拭い

会場　郷土博物館１階企画展示室

内容　寄贈された資料を、いくつかのテーマに分けて展示します。

「和菓子」では、市内で和菓子屋を営んでいた方から寄贈され

た菓子箱やせんべいの焼き型を紹介します。また、「スポーツ」

では、昭和３９（１９６４）年の東京オリンピックのバッジや、

草創期（昭和１０年代）の奥多摩溪谷駅伝のプログラム、明治

時代の剣道に関する古文書や看板などを展示します。

入場無料

問い合わせ　郷土博物館☎２３－６８５９

▽

久
邇
宮
筆
「
御
嶽
神
社
」
社
号
額


